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化
会
議
な
ど
を
通
し
て
、
学
校
図
書
館
の

整
備
・
充
実
を
支
援
し
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
利
用
者
の
求
め
に
応
じ
た

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め

る
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し

て
、
情
報
技
術
の
習
得
と
向
上
を
支
援
し

ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
バ
ス
は
、
小
中
学
校
や

保
育
所
、
集
会
所
な
ど
の
施
設
を
は
じ
め

遠
隔
地
を
巡
回
し
、
情
報
館
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供
し
ま
す
。

【
社
会
教
育
施
設
の
充
実
】

　

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
町

民
が
、
安
全
で
快
適
に
利
用
で
き
る
施
設

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
、

利
用
さ
れ
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
日
常
的
な

点
検
整
備
に
引
き
続
き
努
め
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
本
年
度
は
、
情
報
館
入
口

上
部
の
木
枠
改
修
を
実
施
し
、
今
後
も
引

き
続
き
施
設
の
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適

性
の
向
上
を
目
指
し
て
、
計
画
的
な
整
備

に
努
め
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
お
い
て
は
、
そ
の

価
値
を
広
く
町
民
に
伝
え
、
年
齢
や
性
別

を
問
わ
ず
、
全
て
の
町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に

興
味
・
関
心
を
持
ち
、
積
極
的
・
継
続
的

に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
、
次
の
４

を
実
施
し
、
教
育
的
・
学
術
的
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
所
管
施
設
の
機
能
を
生
か

し
な
が
ら
、
貴
重
な
地
域
資
源
の
情
報
発

信
に
努
め
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
町
内
の
指
定
文
化
財
の
保

護
活
動
を
適
切
に
実
施
し
、
町
民
が
地
域

の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
町
指
定
無
形
文
化
財
で
あ

る『
厚
岸
か
ぐ
ら
』の
伝
承
に
努
め
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
機
能

の
充
実
を
図
り
、
小
中
学
校
と
連
携
し
た

天
文
知
識
の
普
及
な
ど
、
そ
の
有
効
活
用

に
努
め
ま
す
。

【
情
報
館
機
能
の
充
実
】　

 　

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
情
報
拠
点
で
あ
り
、

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
で
あ
る
情
報

館
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
幅
広
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
各

種
の
事
業
を
実
施
し
、
町
民
の
生
涯
に
わ

た
る
読
書
環
境
の
工
夫
と
整
備
に
努
め
ま

す
。

　

２
点
目
は
、
『
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
』
利
用
で
き
る
図
書
館
を
目
指

し
、
各
団
体
や
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、

町
民
の
交
流
の
場
と
し
て
一
層
親
し
ま
れ

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

や
図
書
資
料
の
拡
充
を
計
画
的
に
進
め
な

が
ら
、
読
書
の
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、

学
校
司
書
と
の
連
携
や
学
校
図
書
館
活
性

行
う
通
学
合
宿
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
を
実
施
し
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

の
基
本
で
あ
る
『
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
』
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
人
や

自
然
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
の
豊
か
な
人

間
性
や
社
会
性
を
育
み
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
山
形
県
村
山
市
と
の
『
友

好
都
市
子
ど
も
交
流
事
業
』
と
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ク
ラ
レ
ン
ス
市
と
の
『
姉
妹

都
市
中
学
生
等
国
際
交
流
』
を
実
施
し
、

物
事
を
広
い
視
野
か
ら
多
面
的
に
考
え
、

判
断
す
る
力
や
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け

た
人
材
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
】　

 　

　

学
び
は
個
人
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲

間
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
町
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ

る
学
習
環
境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
各
種
サ
ー
ク
ル
や
団
体
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
事
業
を
実
施
し
、

町
民
の
学
び
や
体
験
の
拡
充
を
図
る
と
と

も
に
、
生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を
活

用
し
た
学
習
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
で

あ
る
真
龍
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種

講
座
の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
内

で
活
躍
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
な
ど

に
活
動
場
所
を
提
供
し
、
各
種
の
教
育
施

設
の
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
。

【
芸
術
・
文
化
の
振
興
】　

 　

　

人
の
感
性
を
豊
か
に
し
、
社
会
生
活
に

潤
い
と
活
力
を
与
え
る
芸
術
・
文
化
の
振

興
に
努
め
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
幼
児
、
児
童
生
徒
、
町
民

そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
に
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機

会
を
提
供
し
、
芸
術
に
対
す
る
理
解
と
関

心
を
深
め
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
芸
術
・
文
化
サ
ー
ク
ル
と

小
中
学
校
と
の
連
携
を
進
め
、
地
域
の
人

材
と
児
童
生
徒
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
、

芸
術
・
文
化
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

【
海
事
記
念
館
機
能
の
充
実
】　

 　

　

郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
調
査
・
保
存
・

活
用
・
天
文
・
海
事
に
関
す
る
知
識
の
普

及
を
図
る
海
事
記
念
館
機
能
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
ア
ッ
ケ
シ
ソ
ウ
の
本
格
栽

培
に
向
け
た
調
査
・
研
究
と
史
跡
国
泰
寺

跡
の
保
存
・
活
用
お
よ
び
床
潭
沼
の
調
査

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興


